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岡山型墓石
三重台 丸布団付

岡山型五輪塔
三重台

永
遠
に
語
り
継
ぐ
お
墓
だ
か
ら

真
心
込
め
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

岡山型墓石
三重台 上下蓮華付

岡山型墓石
三重台

岡山型墓石
二重台

岡山型墓石
三重台 角布団付

岡山型墓石
三重台 上蓮華付

墓 石墓 石
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神道型墓石

墓 石デザイン

宝篋印塔

お墓も もっと
自分らしくありたい。

自由な発想で個性を前面に出したデザインの
お墓が最近目に付くようになりました。
そういったお墓が登場した背景には、お墓も
自分らしくありたいという思いがあるようです。

大名墓

一石五輪塔



玉垣外柵

お墓の
外柵

お墓とは
季
節
を
巡
る
た
び
に
故
人
へ
の

思
い
は
鮮
明
に
な
る
も
の
で
す
。

い
い
石
と
の
出
会
い
で
大
切
に

ご
供
養
し
ま
し
ょ
う
。

繰階段巻石

関東型外柵

バリアフリー型

関東型巻石

石積式外柵

お
墓
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
思
い
浮
か
べ
る
の
が
、
表
面
に
文
字
が
刻
ま
れ
た
、
四
角
い
石
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
る
と
「
遺
体
・
遺
骨

を
埋
葬
し
た
場
所
、
ま
た
そ
こ
に
記
念
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
建
造

物
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
お
墓
は
そ
の
家
を
映
す
鏡
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
る
お
墓
で
す
が
、
お

墓
自
体
の
形
に
関
し
て
は
、
特
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
墓
を

建
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
ご
先
祖
様
に
対
す
る
報
恩
の
た
め
、
ま
た

自
分
自
身
の
体
と
心
の
養
い
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

石碑の構成

棹石
お墓の最上段部分にあたり、
この部分に文字彫刻を
おこないます。

丸布団
お墓の台座にもちいられます、
他に角型・蓮華型などが
あります。

供養台
お供え物を置く台です。

水鉢
ご先祖様への水を
供える鉢です。

花立
お花を供えます。

上台・中台・下台
通常岡山型の墓石の
台の高さは、棹石の
巾と同じ寸法に

なります。
下台の中には納骨所が

香呂
お線香を立てる為のものです。

お墓の構成

外柵
他の墓所との境界をはっきり
させたり、流水から墓地を
守るためのものです。

石碑
お墓の本体です。この中（下）に
納骨所が設けられています。

霊標
ご先祖様の歴史
を刻むためのものです。

墓前灯籠
献灯は古来より
供養として良いことと
されてきました。

できれば設置したい
ものです。

水子地蔵
子供の供養の
ために設置されます。物置石

お供え物等を
置くための石です。

拝石
文字通り、石碑に
向かって合掌する場所です。

●普通型(和型)
●五輪塔型・・・・
●宝篋印塔型・・
●神道型・・・・・・
●洋型・・・・・・・・

主なお墓の種類

最も代表的な型であり、現在建てられているお墓の大半がこの型の先祖墓です。
50年忌が終わったご先祖様を供養する塔です。
200年忌が終わったご先祖様を供養する塔です。
仏式とは異なり、神教の人のお墓です。
基本的にはキリスト教徒のお墓ですが、現在はあらゆる宗派に、用いられています。
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